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アニ メーシ ョン産業 による地域振興

清 水 強 志

は じめに

バブル経済崩壊後の不況の時代か らなか なか抜 け出せず,ま た 自然 的 資 源,

人 的 資 源 に乏 しい 日本 に お い て,日 本 政 府 は2002年 に 「知 的財 産」 を戦 略 的

に保 護 ・強化す るこ とを 目的 とす る 「知 的財 産戦略大綱」 を決定 し,同 年 に

「知 的財 産 基 本 法 」 を公 布 してい る。 そ して,「 コ ンテ ンツ」 の 中 で も,ア ニ

メ ー シ ョンや ゲ ー ム ソ フ トの 重要性 に気づ き,2004年3月 に 「コ ンテ ンツ ビ

ジネス振 興 政 策一 ソフ トパ ワー時代の国家戦略一 」 を発表 してい る。

「杉並 区産業振興計 画」(2003年)に は以 下 の よ うに述 べ られ て い る 。「日本

のアニメーシ ョン産業 は,情 報化 の 進展 や多 様 なメ デ ィア(情 報媒体)の 発 達

に伴 い,情 報 内容 や 番 組 を扱 う産 業 が 急 成長す る中 にあって,特 にす ぐれ た

作 品 を輩 出 し,国 際 競 争 力 も高 く,今 後 の 日本 の産 業 を牽 引 して い くと評価

され てい る。 国では,こ れ まで ア ニ メ ー シ ョン を1つ の 産 業 と認 識 す る こ と

が希 薄 で あったが,今 で は そ の 将 来 性 と潜 在 力 に着 目 してお り,東 京都 も有

力 な地 場 産 業 と して,ま た貴 重 な観 光 資 源 と して ア ニ メー シ ョンを重視す る

姿勢 を打 ち出 してい る」。

こ うして,ア ニ メー シ ョ ン産 業 な どの コ ンテ ンッビジネス にお ける振興政

策 は国をあげて行 われ るこ ととなるが,実 際 に は時 を同 じ くして東 京都 お よ

び区市町村 において も地域振 興の 目的では じまってい る。つ ま り,ア ニ メ ー
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シ ョン産業 を強 い地場産業 とす るこ とで人 と貨幣 を集 め,結 果 と して 「ま ち

お こ し」 をす る ことを地方 自治 レベルで もは じめていたのであ る。

本論 文で は,行 政(国,都,杉 並 区)の 担 当 者,テ レビ局,大 手 プ ロ ダ ク シ

ョン等 へ の イ ン タ ビュー をふ まえた上 でD,現 在 アニ メー シ ョン産 業 に対 し

て行 わ れている杉並 区お よび東京都 の振興策 を明 らか にす るこ とを 目的 と し

ている。

1.地 域産業振興政策

そ もそ も,日 本の企業の約9割 が中小企業であ り,か っては中小企業の活

性化が人々を集め,地 域内で生産された商品を地域の内外に流通 させ ること

で貨幣をもた らしていた。そこで,現 在,地 域 を活性化させるために,中 小

企業や地場産業 を活性化させることが地方 自治体 に求め られ始めているので

ある。つ まり,近 年までは,教 育,福 祉,土 木 などの政策 と異なって,地 域

の産業や中小企業の振興 を図る地域産業振興政策は,地 方 自治体においては

必須の分野ではなかった。 しか し,1999年 に改定 された 「中小企業基本法」

に見 られるように,地 方自治体は国の政策を実行するだけでは不十分で,地

域 における独 自な中小企業振興政策が重視 されるようになってきているので

ある。 また地域経済が厳 しい近年の状況にあっては,地 域産業振興政策は他

の政策同様にその政策効果 も強 く問われている。

現在,ア ニメの制作企業の多 くは中小企業が占めている。それゆえに,こ

れまで見過ごされてきたとはいえ,中 小企業が集中する地場産業 としてのア

ニメーシ ョン制作会社 に注 目が集め られたことは至極 自然 な流れ と言えな く

もない。この ことか らアニメ産業 における地域産業振興政策は中小企業振興

政策と重なる部分 もある。 しか しなが ら,地 域産業振興政策は,特 定の地理

的範囲にある特定の産業や企業に対 して振興,保 護,育 成す る政策 によって

地域経済の活性化 を図 り,ま たその効果によって地域住民の生活の安定化 ・

向上 を実現することを目指 している。それゆえに,中 小企業振興 と地域産業
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振興は混同されることが多いが,厳 密には産業 を特定 しない中小企業支援策

とは異 なっている。予算配分において も,前 者 と後者は別物 として扱われて

お り,前 者の予算が結果 としてアニメ産業企業に関わる可能性はあるが,本

論文においては範囲を限定するために厳密に両者 をわけることにする。

とはい え,先 に触れた 「中小企業基本法」の改定 における従来の基本法

(1963年)と の大 きな違いについて指摘することは重要であろう。従来の基本

法は,大 企業 との格差是正のために経営,技 術,資 金供給等において支援 を

行い,零 細企業や立ち遅れている企業の支援が 目的であったのに対 して,新

・基本法は中小企業側で知恵を出 して,経 営の向上,ひ いては新事業活動 に挑

戦するものを支援することが 目的 となっている。つ まり,市 場 における競争

を促進 し,そ の結果経済の活性化 をはかろうというのである2)。 アニメーシ

ョン産業振興 と中小企業振興が異なるとはいえ,ア ニメーション関連企業に

おいても支援の方向性が直接的支援ではな く,間 接的支援であることは重要

である。

ところで,地 方自治体であっても,都 道府県 と市町村では支援の仕方が当

然異なっている。市町村は中小企業 により近い位置にあ り,「個別的に企業や

グループ,団 体等 を対象に した きめ細かい政策が必要」(植 田:29)に なる。

他方,都 道府県の場合,「 地域全体 を対象にした包括的な政策,市 町村域 を超

えた範囲で求められる政策など,都 道府県でなければ対応で きない政策」(植

田:29>が 求め られている。また国においてはその方向性 はより強 くなってい

る。この状況はアニメ産業の振興策においても同様である。

実際,『 情報メディア白書2007』 によれば,2005年 の 日本のアニメーショ

ン市場は,2,339億 円と推計され,2004年 に続いて最高記録を更新 している3)。

しか し,電 通総研が指摘 しているように,2005年 の市場はビデオソフ ト市場

によって支えられ,2004年 のそれは劇場用アニメ0シ ョンのヒッ ト作に依存

してお り,ア ニメーション市場は決 して安定 しているとはいえないのである。

また,現 在のアニメーション産業の収益 は複雑な構造を持ってお り,テ レ

ビ局だけでなく,劇 場版アニメの制作,ビ デオソフ トの販売,イ ンターネッ
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トでの配信,さ らにゲーム業界やまんが産業等 と連携 したキャラクタービジ

ネスなど,収 入源が複数化 した上に成 り立っている。それゆえに,ア ニメー

シ ョン番組 の年 間平均世帯視 聴率 は年 々減少傾 向にあ って も(電 通総研

2007:96)ア ニメ市場は拡大 してお り,ま たスポンサー との契約金額の指標に

なる視聴率が最重要でない とい う状況 も生 じている。90年 代半ばにはアニメ

ーションの受容に変化が生 じ
,ア ニメ化の基準 に変化が生 じたことなど,ア

ニメーション産業はその発展において,い くつかの段階 ・転換期が存在 して

いる。

他方,日 本のアニメが国際的に高い評価を得ている一方で,コ ンテンッの

海賊版が海外で多数出現 し,日 本のアニメ製作会社の権利 を著 しく侵害 して

いる。 また,現 在,韓 国やフランスでは,国 が戦略的に多額の投資 を行い,

アニメ市場 に入 り込んできている。さらにアニメを制作 した下請け会社 は著

作権 を持 ち難い という契約慣行が存在するといった劣悪な雇用問題が指摘 さ

れてお り,日 本 を代表する文化産業であるアニメ産業 自体の行 く末は決 して

楽観視できる状況にない。

下平尾 は,「 地域で日々生活を営んでいる人たちにとって住みやす くて,便

利で快適なまちやむらを創造すること」(下平尾9)が 地域振興の目的であ り,

国家財政に依存 した地域振興は,経 済面か ら地域の 自立 と再生が求め られ,

また地域経済 も長期不況 と国際競争の中で地域の立場か らどのような地域振

興が必要であるのか を考えなければならない と述べている。国,都,区 はそ

れぞれの立場か ら,ア ニメーション産業 に対 して,流 通経路の整備,人 材育

成,法 整備などの振興政策を講 じている(表1参 照)。

2.杉 並区の振興策

杉並区では,ア ニメーションを重要な地場産業 ととらえ,商 業や製造業な

どの他の産業分野の活性化にもつながるリーディング産業 と位置づけている。

とはいえ,東 京23区 では,事 業者の税収を東京都が一括 して集めてか ら各区
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におけ る行 政の需要 に応 じて再配分 してい る。そのため に,多 くの税 収 が得

られ る企 業 を区 内 に誘致 して も,杉 並 区 の収 入 に は直接 反 映 さ れ ない とい う

状 況 にある。 また杉並 区は住宅都 市であ るため,「 産業 関係 へ の 投 資 は生 活 保

障 的 な意味 を持 っていて も,真 の 産 業振 興 とい う意 味 で は ない」(森2006=

91)の で あ る。

上 記 の状 況 に お い て 産 業振 興の契機 になった のが,2000年9月 に定 め られ

た 「杉 並21世 紀 ビ ジ ョ ン」 で あ る。 同 ビ ジ ョンで は,商 店街 を含 め て杉 並 区

を どの よ うに活性化 し,元 気 の あ る まち をつ くって い くのか とい う視点か ら,

産 業,福 祉,都 市 計 画 な どにつ い て行 政 が 計 画 的,総 合 的 に定 め て い る。 そ

して,こ の策 定 時 に基 本 的 に は杉 並 区の産業 を見守 り,特 に経 営状 況 な ど環

境 が厳 し くな った部分 に対 して施 策 を講 じて行 くとい う 「受身的 な性格 の施

策」か ら積極的 な方 向に転換 されたのである(森2006;90)。 そ の時 に注 目さ

れ たの が環 境 と共 に発展 で きる 「み どりの産業」,つ ま り,ITや 情報,福 祉,

介 護 な どの 「住 環 境 」 に付 加 を与 えない産業 であ り,振 興 が 図 られ る こ と に

な った の であ る。 そ してその 中にアニメー シ ョン産業が含 まれたのであ る。

また同年 には,ア ニ メ産 業 の発 展 支 援 に取 り組 み は じめ,商 店 街 を含 め た

地 域 経 済 を発 展 させ ることによって,活 力 とに ぎわ い の あ る ま ち をつ くる こ

とを 目的 として,人 や お金 や ネ ッ トワ ー ク をつ く り,多 くの 資 本 の投 下 を も

た らす た め の 「アニメの杜 す ぎなみ構想 」 を掲 げたのであ る。担 当者 に よれ

ば,そ もそ も区の 基 本 構 想 を考 え,地 元 の 産 業 とい う視 点 で見 痘 しなが ら計

画 を立 ててい る ときに,は じめ て 区 内 に アニ メ 関連 会 社 が多 数存在 し,ま た

そ れ が 世界 に影響 を与 え て い ることに気 づい た とい うほ ど,区 内 に お い て は

そ れ まで 全 く認 知 され てい なか った産業 であ った とい う。 そ の よ うな中で

2001年4月 に は 「杉 並 ア ニ メ ー シ ョ ンフェ ステ ィバ ル」 が開催 され,さ らに

2003年2月 には,「 杉 並 区産 業振 興 計 画 」 を発 表 し,具 体 的 な産業 振 興 策 の計

画 に よっ て フェステ ィバル以外 の アニメー シ ョン政策が具体 的 に示 されたの

である。

同計画では,「 アニ メ ー シ ョ ン産 業 が抱 え る構造 的課題 などが要因 となって,
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制作 過程の一部が海外 に発注 され る とい った産業 の空洞化 も起 こ り,海 外 の

制 作 ス タ ジ オが 技 術 力 を高 め,日 本 の アニ メ市 場 を脅 かす とい った状 況 も生

まれて きている」 こ とを指摘 してお り,「 アニ メー シ ョン産 業 が,地 域 の有 力

な地場 産業 と して地域 経済 を牽引す るため には,業 界 が 抱 え る課 題(経 営基盤

強化,人 材育成,資 金調達,資 料保存 など)を 解 決 し,ア ニ メ ー シ ョ ン制作 会 社 の

経 営基 盤 を強化す る必要 がある」 と述べ られてい る。

こう して杉並 区で は,(1)経 営 基 盤i強化,(2)人 材 育 成,(3)資 金 調 達,(4)資 料

保 存 とい う4点 の 課 題 解 決 の た め の施 策 に取 り組 む ことになる。 なお,杉 並

区 は2005年 に産 業 調査 を行 って い るが4),調 査 結 果 か ら,① 制作 会社 間 の 関

係 構 造 が 完 全 な下請 け構 造になってい るこ と,② 特 定 取 引 先 へ の依 存 が 高 い

こ と,③ 不 規 則 か つ 長 時 間 にお よぶ 制作 活動が 強い られてい るこ と,④ 労 働

環境 が 劣 悪 な た め に慢 性 的 な人材 不足 の状況 にあ ること等 の重要 な事実が改

めて確認 されている。

なお,中 小 企 業 基 盤 整 備 機構 に よれ ば(中 小企業基盤i整備機構2007),現 在,

全 国 に は アニ メー シ ョン制作 会社 が626社 あ り,そ の うちの79.4%(497社)が

東 京都 内(練 馬区94社,杉 並区75社,他)に 集 積 して い る。杉 並 区内 に は海外か

らの評価 も高いマ ッ ドハ ウスやサ ンライズ な どの大 きなス タジオが存在 す る

一方で
,背 景 や 動 画 な どの各 パ ー トを制作 す る中小 の下請 けス タジオが大多

数 を占め てい る。 そのために,日 本 の アニ メ.._.ションが 生 み 出 して い る大 き

な利 益 の 恩恵 をほ とん ど受 けてい ない状況 にある。 この こ とが先 に挙 げた諸

課題 に直結 している。

現在,杉 並 区 で は,大 き くわ け て(1)ア ニ メ の杜 す ぎな み構 想 の 推 進 と(2)ア

ニ メー シ ョン産 業 の経 営 基 盤 の 強化 とい う2つ の軸 で アニ メ産 業 へ の 振 興 が

な されてお り,具 体 的 に は以下 の5点 を行 って い る。 第 一 に,「 杉 並 アニ メ ー

シ ョン フェス テ ィバ ル」 であ る。 同フェス テ ィバ ルは年1回 開催 され,2007

年 で 第6回 目 を迎 え て お り,2006年 度 予 算 で は1,000万 円 が計 上 され て い る。

当初,フ ェス テ ィバ ル は,杉 並 区 に ア ニ メ ー シ ョ ン産 業 が 集積 している こと

をア ピールす る1つ の 方 法 と して採 用 され,そ こで 今 後 の 日本 経 済 の な か で
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コ ンテンツ産業が大 きなウェイ トを占める可能性があることをアピールして,

関心を持っている人たちに投資の流れをもたらすために企画された。そのた

めに,第1回 目はアニメ振興の 目的か らビジネスに焦点 を当てて相談ブース

な どを設けて,企 業間の関係づ くりにも力 を入れている。 フェスティバルに

は制作会社 も含めて約13,000名 が参加 しているが,翌 年か ら東京都が同様の

意図で 「国際アニメフェア」を開催 したことによ り,方 向転換 を余儀な くさ

れている。そこで,現 在は地域密着型のイベ ン トとして開催 してお り,2回

目以降は約8,000人 前後が毎回参加 している。そこでは,ア ニメーターや背景

を書 く人 との握手会などを通 して子供たちにアニメに興味を持って もらい,

またショーを見るだけでな く実際に作 り手 として参加できるように企画 して

いる。

第二に,人 材育成の支援 として2002年 に始まった 「杉並 アニメ匠塾」があ

げられ,平 成18年 度の予算では約600万 円が計上されている。 これは全国か ら

志願者 を募 り,毎 年8名 に6ヶ 月間スタジオ現場 にて現役 アニメーターから

直接指導 を受ける機会を与え,主 に動画作成技術 を実習的に学べるというも

のである。動画や原画の工程 は低賃金で,ま た制作費を抑 えるためにこの工

程でかかる費用 を海外 に移すケースが増えた結果,動 画や原画を行 う人材が

不足 している。短期的な目で見るならば問題ないかもしれないが,長 期 的な

スタンスから眺めた ときには,こ の工程はアニメ制作の基礎であることか ら,

ここでの人材不足は将来を担 うアニメ制作者の減少を意味している。 しか し,

現状,各 企業において基礎から教 える余裕はな く,そ こで,杉 並区で地道な

人材育成のお手伝 いをするために同支援策が講 じられることになる。受け入

れ企業は,杉 並振興協議会に事業 を委託 していることか ら,そ の加盟社が担

当 しているが,会 社 の大小 よりも,育 てるまでに手間がかかることか ら次の

人材育成 に対する思いが強い人物のいるところで受け入れが決 まっていると

いう。

専 門学校であれば,200万 円かけて2年 間学ぶことを6ヶ 月という短時間で

学ぶ ことになる。 しか し,そ こにはい くつかの課題が残 されていると担当者
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は語 ってい る。つ ま り,毎 日研 修 す る必 要 が あ る こ とか ら学校 に通い なが ら

行 うこ とは無理 であ り,ま た 経 済 的 理 由 で東 京 で の 一 人暮 らしを続 けるこ と

が で きない場合 もあ る。 さらに志 望者 の中か ら8人 を選 ん で い る とは い え,

基 本 的 に素 人 の段 階 か ら始 め る ので技術 的に苦 し くて途中でやめた人 も多い。

実際,2005年 度 まで の5年 間で修 了 者 は19人 で あ る。 そ の 中 には 原画 作 成 に

昇 格 した り}中 小 ス タ ジ オか ら大 手 に就 職 した者 もいる。 また多 くの場合,

研 修 終 了後 は,派 遣 先 の ス タ ジ オ に,そ の ま まプ ロの アニ メ ー ター と して就

職 してい る人が多 い。 なお,予 算 の 関係 上,期 間 を半分 に して人 数 を増 や す

か,期 間 を1年 にの ば して4人 にす る のか の議 論 は今 で もあ るとい う。

第三 に,「 杉 並 ア ニ メ ー シ ョン ミュー ジ アム」 の運営 ・維持 があ げ られ る。

平成18年 度予 算 で は,約6,800万 円が計 上 され て い る。 同 ミュー ジアムは,ア

ニ メ ー シ ョ ンの フ ィ ル ム な どの 資料収 集 を行 って きたこれ までの 「杉並 アニ

メ資料館」 を大幅 に リニューアル し,展 示 ・上 映 の ほか ア ニ メ制 作 の ワー ク

シ ョップな どを通 じてアニメー シ ョンの世界 を体験す る施設 と して2005年3

月 に開館 され て い る。 運 営 に 関 して は,中 間 法 人 日本 動 画 協 会5)に100%委

託 して い る。

これ は制作 が ア ナ ロ グか らデ ジタル に移行す る過渡期 にあ って,会 社 の倉

庫 か ら無用 に な っ て捨 て られ始 めた アニ メー シ ョンの フィルムや資料 を きち

ん と保存 して,日 本 に お い て産 業 と して また 文 化 としての財 産 を保存 す るた

めの施設 の必要性 が生 じて,当 初 「杉 並 ア ニ メ 資 料 館 」 と して建 築 され た。

しか しなが ら,あ ま りに も手 狭 で あ った こ とか ら,有 識 者 の集 ま りの 時 に皆

で楽 しむ こ とがで き,か つ もっ とわ か りや す い ミュ ー ジアム をとの話 が持 ち

上が り,最 終 的 には企 画 に意欲 的 で あ っ た市長があ と押 しした とい う。なお,

同 ミュ ー ジ アム をつ くっ た こ とに よ り,観 光化 まで は いか ず と も,宣 伝 施 設

と して 訪 問 者 層 が 海外 に も広が り,ま た 区 内 に工 場 が な い こ とか ら小学生 の

社会科見学 に も利用 されている とい う。

第四 に,2006年 度 の新 規 事 業 と して,ア ニ メ を活 用 した まちづ く りの シ ン

ボル としてサイ ン ・モニ ュメ ン ト設置がすす め られてい るこ とで ある。2006
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年度の予算では,2,000万 円が計上 されてお り,上 井草駅南口にガンダム ・ブ

ロンズ像 を,ま た,上 井草スポーッセ ンター周辺にサイン ・モニュメ ントを

設置するなど,楽 しく歩ける観光ルー トの整備を進め,「 アニメの杜す ぎなみ」

の魅力 を発信 しようとしている。

そ して,最 後 に経営診断士による経営相談窓口の設置があげられる。そこ

では,経 営上の問題 を浮 き彫 りに して,何 かいい解決方法がないか と考 え,

また一朝一夕で会社経営が上向 くことはないが,も とよ り制作会社の人は経

営 よりも良い作品をつ くりたいという人が多いので,診 断士の先生 との話で

そのことの大切 さに気づ くだけでも意味があるのではないか と担当者は語っ

ている。これも直接的な資金援助ではないが,大 切な側面支援 といえよう。

前述 したように,杉 並区の大部分のアニメーション制作会社が下請け会社

であることは上記の支援策において重要な意味を持 っている。そ もそもアニ

メの制作は企画か ら制作および流通までのすべてを一社で行 うことは少なく,

企業間での分業体制が多い。また企画の段 階で製作委員会方式などのように

複数になる場合 も多 く,企 画だけに関わ り,作 品の制作 にまったく関わらな

い企業 もある。分業体制の中でも原画や動画の制作に関わる企業においては,

発注会社か らの制作単価が切 り詰め られている上に,デ ジタル化のための設

備投資負担がかか り,労 働環境が厳 しい状況にある。そのために,労 働者の

賃金が低 く抑え られ,若 い人材が集 まりに くいという状況が生 じている。 ま

たこの作業における人材不足 も関わ り,制 作過程の海外への一部移転 も見 ら

れ,空 洞化 も進んでいる。なお,本 論文では 「制作」 と 「製作」を使い分け

ているが,前 者は著作権 を有 してお らず,後 者 は著作権 を有 していることを

意味する。そして,ア ニメ産業においては企画に関わる会社が著作権 を持ち,

下請け会社は版権を持たない下請け構造が存在 している。

先に述べた 「匠塾」 は,こ の人材不足を補 うとともに,次 の世代 を育てる

という二重の意味において杉並区の企業 において重要な意味を有 している。

他方,日 本政府はコンテンツビジネスを大 きく成長させ るために,下 請け会

社が成長することを重視 して 「モデル契約書」の策定(2002)や 信託法(2004)
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の制定 をしている。 しか しなが ら,杉 並区の担 当者は以下のように述べてい

る。それ らの影響 はほとんど見 られない。む しろ,テ レビの商業アニメを受

注 しているところでは,マ ネーリスクが発生 してお らず,計 画 して予算内で

スケジュール通 りに収めるというタイプが多い。受注型の産業がた くさん集

まっているところでは新 しいビジネスをやろうという考えはあまり生 じない。

む しろ今の仕事内容か ら抜けて しまうと信頼がな くなる。それゆえに,新 し

い事業 をはじめるというよりは,少 しで も多 くの作品を安定 して送 りたい と

考 えているのではないかと。 またスケジュールに追われている企業にとって

は契約書 を交わすか どうかはほとん ど重要でないとい うのである。そこで,

区では国に対 して もっと抜本的な改革を提案 しているという。

こうして,杉 並区の振興策は,個 別な企業支援 よりも限 られた予算内で課

題解決を図るとともに,国 や都 に呼びかけてアニメ産業の構造的課題の解決

などに結び付けていくことが大切 と考えていることが確認される。

なお,現 在,杉 並区役所 には区民生活部産業経済課アニメ係 という部署が

あ り,3名 の担当者がいる6)。

3.東 京都の振興策

2007年 に発 表 され た 「東 京都 産業 振 興基本戦略」 は,「10年 後 の東 京 」 が 目

指 す 都 市 像 の実 現 を産業振興 の面 か ら推進す るために今後10年 の 問に展 開 さ

れ る産 業 振 興 政 策 の 方向性が示 されてい る。 その 中で は,(1)重 点 産 業 を育 成

し,東 京 の産 業 を重 点 的 に育 成 す る,(2)技 術 ・経 営 革新 の促 進 と経 営 基 盤 の

強 化 を図 る,(3)「 知 」 が 交 流 し,価 値 が 生 まれ る魅 力 あ る都 市 を創 出す る,

(4)産業 を牽 引 し,支 え る人材 を育 て る との4つ の 戦 略 が 示 さ れ て お り,(1)の

戦 略 にお い て,イ ノベ ー シ ョ ンが 期 待 され,東 京 の 情報 発 信 力 を高 め る産 業

と して ファッシ ョンとともに,コ ンテ ンツが位 置 づ け られて い る。

そ して,コ ンテ ンツ産 業振 興 の今 後 の方 向性 と して,(a)東 京 国際 ア ニ メ フ

ェ ア の 開催 な ど,世 界 へ 向 け た 日本 ア ニ メ の発 信 を強化,(b)ア ニ メ ク リエ ー
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ター育 成のための,体 系 的 教 育 プ ロ グ ラム の 開発 を支援,(c)ク リエ ー ター な

どを集 め た イ ンキ ュベー シ ョン施設 を設 置 し,資 金 ・経 営 支 援 を実 施,(d)新

た な表 現 の創 造 な ど映 像 表 現 の技術 的サポー トを強化,(e)弁 護 十 な どの専 門

家 を活 用 し,著 作 権 の保 護 ・活用 を支援 との5項 目が示 され て い る。

特 に注 目す べ きことは,杉 並 区で の取 り組 み で も述 べ た よ うに,若 手 ク リ

エ ー ターの 人 材 不 足 が 指摘 され て きたこ とか ら,体 系 的 な人 材 育 成 教 育 に取

り組 む 「アニメ高度化 支援事業 」 を明示 した ことであ る。つ ま り,ア ニ メ業

界,教 育 機 関及 び行 政 が連 携 した 「アニ メ人材育成 ・教 育 プログラム製作委

員 会」 を立 ち上 げ,そ の運 営 を支援 し,ま た そ の教 育 プ ロ グ ラ ムの 開 発,普

及,活 用 を促 進 して い くとい うの で あ る。 これ はアニメ産業 の人材 育成 を東

京都 が本 格的 に支援す る ことを視 野 に入 れた とい うこ とである。 ただ し,当

初 は行 政 が アー テ ィス トを育 て るこ とはで きない ので環境整備 が大切 と担 当

者 が述べ ていた ように,東 京 都 は これ まで 若 手 ク リエ ー ター を支援す るため

に,東 京 国 際 アニ メ フェス テ ィバ ル で 「ク リエー ターズ ワール ド」 を通 して

作 品や活 動状況 をア ピールす る場 を提供 して ク リエー ターの育成,ビ ジ ネス

チ ャ ンス の提 供 を支 援 して きたが,こ の こ とは若 干 の 方 向転 換,次 の段 階 に

入 った こ とを示 して い る といえるのか もしれ ない。

今後10年 聞 の戦 略 を理 解 す るた め に,こ れ まで の東 京 都 に よ る振 興 政 策 に

つ いて確認す る。 「東京都 議会議事録』 に よれば,2000年 第2回 定例 会 にお け

る石 原都 知事 の 「世界 に冠 たるアニメー シ ョン(中 略)の 振 興 を図 る と と もに

(中略)産 業構造 の 展 開 を促 進 し,雇 用 収 集 力 に富 む産 業 を多 数創 出 してい き

たい」(ア ニメを主 として抜粋)と い う発 言 の半 年 後 の予 算 特 別 委員会で は,す

で に次 年 度 に お け る国 際 ア ニ メ フェアの予算 として1億5千 万 円が 計 上 され

て い る(第1回 の開催 は2002年3月)。 実 際,ア ニ メ振,興 に関 して は行 政 が 政 策

を積 み 上 げたので は な く,予 算 要 求 を して い る11月 ぐ らい に石 原 都 知 事 の

「世 界 に アニ メが出ている ようだが,そ ん な に楽 観 で きる状 態 に は ないか らア

ニ メ振興 として アニ メフェアを した らどうか」 との提 案か らは じまった とい

う。
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また東京都の戦略には2003年 に発表 された 「アニメ産業振興方策に関する

報告」(東京都産業労働局)が 大 きな影響を与えている。同報告では 「日本のア

ニメ産業の将来は必ず しも明るい状況ではない。韓国や中国をは じめとした

アジア諸国が台頭 し始めてお り,こ のままであれば,近 い将来には国際競争

力 を失 う可能性がある」 と述べ られ,ア ニメ産業における問題点が指摘 され

ている。他 にも,日 本のアニメは世界市場で優位 な地位を確立 している反面,

ビジネス的には十分な成果 をあげていないこと等があげられ,さ らにクリエ

ーター等の人材不足,デ ジタル化の遅延,製 作資金の調達困難などをアニメ

産業全体の課題 として明記されている。

そ して,企 業 自身による自助努力が必要 としなが らも 「自助努力 によって

も解決不可能な部分は,国,都,区 市町村が,そ れぞれの立場,役 割の中で

支援 を考えることが必要」 と述べ られ,実 際に優秀な人材の育成,デ ジタル

化の促進,ア ニメ ・ビジネスの再構築,国 際協力の強化 とい う4つ の戦略な

らびに 「東京アニメセ ンター」の設置を提案 している。

前述のようにf現 在東京都 には79.4%の アニメーション制作会社が集積 し

ている。そのため,ア ニメ産業は日本を代表する と同時に,東 京都にとって

も重要な地場産業,観 光資源 となっている。東京都 による支援 として,第 一

に,世 界に日本のアニメーションを宣伝 し,ま た世界的ビジネスチャンスの

機会をつ くるために2002年 には じまった 「東京国際アニメフェア」があげら

れる7)。 最初の主催 は,東 京国際アニメフェア実行委員会(委 員長 石原慎太

郎東京都知事)で あ り,ア ニメ関連企業 ・各種 団体等119社 ・団体が実行委員

会形式で主催 している。また2006年 より運営事務局を日本動画協会に移 して

お り,東 京都は支援の形 をとっている。なお,東 京都 は毎年約2億 円を負担

しているが,今 後は少 しずつ削減 してい く予定であるという。

同フェアの 目的は,(1)日 本のアニメ関連企業が国際的な商談を行 う機会 を

提供,(2)ア ニメ産業の将来を担 う人材を育成,(3)東 京の魅力の一端を国内外

にアピールすることによる東京の集客力の向上 という3つ である。同フェア

ではビジネスフェアだけでなく,一 般公開日も設けてお り,ま たクリエー タ
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一育成 のた めのク リエー ターズ ワー ル ド
,記 者 発 表,シ ンポ ジ ウ ム,展 示 企

画,上 映 会,ス テ ー ジイ ベ ン ト,す ぐれ た作 品 を表彰 す る東 京 アニ メアワー

ド,そ して特 別 功労 賞 の授 与 も行 っ ている。

現在,ア ニ メの 国際 的 な専 門見 本 市 と して成長 してお り,2007年 の フ ェ ア

で は,入 場 者 数 が10万 人 を超 えて い る8)。 とは い え,本 アニ メ フ ェ ア にお い

て特 記 す べ きは,プ レス数 で あ り,国 内外 にお け る宣 伝 効 果 が 大 きい。なお,

本 フ ェ アで は,一 一般 公 開 も行 って い る こ とか らどの ような商 品 にどの ような

客層 が きてい る とい うマ ーケ ッ トリサーチ も可能 となっている。 また国内外

か らの出展 が増 えている こと以上 に,海 外 バ イヤ ーが 多 い こ とか ら海 外 に持

ち出せ ない作 品や小 さい会社 との商 談 も可 能 にな り,さ らに彼 らに お い て は

東 京 に 来 る ことで周辺調査 も可能 となってい る。 また 目に見 えない ところで

は,業 界 間 の 閉塞 感 が 払拭 され,異 業種 間 の コ ミュニ ケ ー シ ョンや ネ ッ トワ

ークの活性化 につ なが った という。

第二 に,観 光 産 業 支 援 プ ラ ン(平 成13年 策定)の 一環 と して平 成17年 よ りは

じま った 海外 で の ア ニ メのPR(商 談会)が あ げ られ る。 海 外 で の商 談 を設け

るこ とに よ り,国 内外 にお け る作 品 の商 談 の場 が提供 されてい る。

第三 に,ア ニ メパ イ ロ ッ ト版 映像 政 策 支援ニプロジェク ト(平 成18年 ～平成20

年)で あ る。 同 プ ロジ ェ ク トは,ア ニ メ産 業 を担 う新 た な才 能 の発掘 ・育成 を

支援す るため に,中 小 制作 会社 や 若 手 ク リエ ー ターが持 つ企画 や才能 を紹介

す る短編 映像 「アニ メパ イロ ッ ト版 映像」 の制作 お よび販路 の支援 のため に

立 ち上 げ られてい る。そ して優 れた才能 の発掘 あ るい はス テ ップア ップ を支

援す る と同時 に,得 られ た 収 益 を 中小 制 作 会 社 や 若手 ク リエ ー ター に通常 よ

り手厚 く配分 す るこ とによ り資金 的な援助 による育成促 進 を図っている。 来

年,そ の成 果 が 問 わ れ る こ とに な る。

なお,東 京都 は,「 東 京 構 想2000」 や 「秋 葉 原 地 区 まちづ くりガ イ ドライ ン」

によ り,秋 葉 原 地 区 にIT関 連 産 業 の世 界拠 点 を形 成 してい くこ とを目指 し,

こ の ガ イ ドライ ン に基 づ い て,秋 葉 原 駅 前 再 開発 地 区 のIT拠 点 化 を推 進 し

た。 そ の 結果,「 秋 葉 原 ク ロス フ ィー ル ド」 お よびその一角 に 「東京 アニメセ
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ンター一」が2007年3月 に オー プ ン した。 とはい え,こ の 設 立 に関 して 東 京都

は予 算 を まった く計上 してお らず,ア ニ メ業 界 ・企 業 が設 立 の主 導権 を握 り,

秋 葉 原 の駅 前 開発 に合 わせ て,事 業 ス キー ム をつ く り,ま た 出 資 を集 め て 事

業 を展 開 して いる。

むすびにかえて

ここで杉 並区の担 当者 にアニメ産業 の振興 支援 の今 後 につ いて訊 ねた こと

に触 れ たい。担 当者 は以下 の よ うに述 べ てい る。杉並 区 として は,今 後 も,

区民 や 区 議 会 の 理解 は不 可 欠 だが,ア ニ メ に とっ てつ らい と ころ は,ア ニ メ

係 が な くな っ て も誰 も困 らない とい うこ とであ る。 また教育 部門 な どの よ う

に必ず必要 な ところで もない 「プラス α」 の ところにあた る(中 略)。 生 活 に

必 要不 可 欠 な もの で はな い もの を 「プラス α」 でや ってい る。た だ,今 後 の

ま ちづ く りで あ っ た り,実%rの プ レゼ ンテ ー シ ョ ンで あ った りとい うところ

で,ア ニ メ とい う ものが1つ の契 機 に な り,や って い くこ とに意 義 が あ る と,

区民 の皆 さん や 区議 会 の 皆 さん に も理解 して も らえれば,長 く続 く と思 う。

(中略)他 の 自治体 で や っ て い な い こ と をや ってい ることは,お 金 の無 駄 な の

で は ない か とい う賛否両論ある とい うことである。

この言説 は非常 に重要である。なぜ なら,ア ニ メに 関わ らず,「 まちお こ し」

に 関 わ る振 興 策 は必須 の政策 では ないが,将 来 の 「ま ち」 の た め に投 資 を し

て い るこ とを示 唆 してお り,ま た現 在 の行 政 の あ り方 が 問 わ れてい るこ とを

示 唆 してい る。そ して,す ぐに結 果 を出 す こ とが 求 め られ,政 策 評価 が 問 わ

れ る現代 にお い て 「未来」 のための政策のあ り方が 問われてい ることを象徴

している。

本論文 にお いては,杉 並 区 と東 京 都 にお け る ア ニ メ産業 の現状 分析 な らび

にその将来 をみつ めて どの ような振 興策が講 じられて きたのか を精査 して き

た。実際,紙 面 の都 合 上,国 の 政 策 につ い て は別 の機 会 に ゆず るが,国 と都

と区 が そ れ ぞ れ の役 割 ・立 場 か ら支援 してい る。 とはいえ,現 在,国 は アニ
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メ産業 に限定 した政策 を行っているわけではなく,知 的財産などの視点か ら

コンテンツビジネス全般を対象 にしている。2002年3月 に発足 した 「知的財

産戦略会議」は,同 年7月 に 「知的財産戦略大綱」を決定 し,「知的財産立国」

の実現を目指す ことを明記 して,物 的資源に乏 しく,労 働 コス ト等が高い日

本の経済 ・社会 を再び活性化 させる戦略 として,コ ンテ ンツを戦略的に(a)創

造 ・(b)保護 ・(c)活用する必要性を強調 している。ビジネスの 「保護」,「育成」,

「活用」 とい う視点で見 たときに,国,都,区 における位置づけが確認 され

る。

杉並区は限 られた予算の中で,「 保護」 と 「育成」に重点をおき,「 アニメ

の杜す ぎなみ構想」 という地場産業の振興による 「まちおこし」を推進 して

いる。 また東京都 は東京の地場産業であるアニメ産業の 「活用」を重視 して

いる。東京都の担当者 は 「東京都 は環境を整備 してきた」 と述べている。実

際,東 京都は海外 との商談の場を設け,ま た市場の拡大および地場産業の拡

充に努めている。 しかしなが ら,今 後の10年 の方針では,「 育成」にも関わる

とされている。いずれにせ よ,東 京都 は自助努力が前提であ り,自 助努力に

よって も解決不可能な部分 を行政が支援するとの立場から人材発掘 ・育成の

場 も提供すると考えられる。

そして,論 文では触れていないが,国 は 「保護i」「活用」を中心に行ってお

り,そ こでは 「版権」利用のために海賊版対策やブロー ドバ ン ドの整備等の

環境 ・法整備 を行っている。 また法整備 とい う点で,現 段 階ではアニメ産業

においてほとんど効果を示 していないとはいえ,慣 例化 している 「下請構造」

を打開するために 「下請代金法」 を制定 し,ま た資金調達をうながすために

「信託業法」を制定 している。そこにはビジネスにおける不利益 を排除するこ

とも含 まれている。 さらに2006年 か らは 「育成」のために,日 本動画協会の

「アニメーター養成 プロジェク ト」を支援 している。

本年は,国 による 「コンテンツビジネス振興」策定か ら4年 目にあたる。

アニメ振興は文化振興ではなく,産 業振興であることか ら3年 間が 目安 とな

り,そ の政策の効果が問われることになる。また国に限 らず都や区市町村 に



アニメー シ ョン産業 に よる地域振 興(119)

おいても,世 界経済の今後の状況次第で,今 後の施策の方向性に変化が生 じ

るかもしれない。今後,振 興政策のあ り方について0層 研究することを課題

として提起 して,む す び とす る。

もへ 　

)王一 見

1)イ ンタ ビュー に関 して は,「 現在 の ア ニメ産業 にお け る生産 と消 費 に変化 が見 ら

れ る」 との仮説 か ら経 営 学者 を含 む3人 で共 同研 究 を行 って い る こ とか らプ ロダ

ク シ ョンや テ レビ局,東 京都 等 へ の イ ンタビ ュー は3人 で行 って い る。他 方,産

業振 興 政策 に関 して は,私 が担 当 してい る ので,杉 並 区や経 済 産業 省 へ の イ ン タ

ビュー は著 者が単独 で行 ってお り,ま た本論 文 も著者 が一 人 で執筆 して いる。

2)下 平尾 は,「 従来 の 中小 企 業基 本法 は,競 争 力 の ない 中小 企業 を切 り捨 て る こ と

に よっ て経 済 を活 性 化 しよう とす る新 中小 企 業 法 とは根 本 的 に異 なっ て,底 辺層

の経営,技 術 力 を引 き上 げ る こ とに よって経 済 の二 重構 造解 消 と国 内市 場 の拡 大

を 目的」(下 平尾2001:138-139)と してい た と述べ てい る。

3)劇 場用,テ レ ビ用,ビ デ オ ソフ ト(DVD,カ セ ッ ト),さ らに ブロー ドバ ン ド配

信 を含 め た市 場 で の推 計 で あ り,1990年 の1,069億 円以 来,市 場 を拡大 す る傾 向が

み られ る。 なお,キ ャラク ター ビジネス を含 め る と2兆 円 と推 定 され てい る。

4)72社 にア ンケー トを送付 して,回 収率 は49%(35社)と なってい る。

5)代 表理事 は株 式会社 手塚 プ ロ ダクシ ョン代 表取締役 で,日 本 にお け るアニ メー シ

ョン業 界 の意思 統 一,関 連企 業 との連携,ア ニ メー シ ョン産 業 の持 続 的発 展 を 目

指 して2002年5月 に設 立 され た。 ア ニ メー シ ョン関連 企業 で形 成 されて い る。現

在,杉 並 アニ メ ミュー ジアム だ けで な く,秋 葉 原 の東 京 アニ メセ ン ター の運営 に

も関 わ ってお り,ま た前 回の東 京 国際 アニ メ フ ェアか ら同協 会 が運 営 事務 局 にな

り,東 京都 は支援 にまわって い る。

6)も とも とは産業 振興 課 が アニ メ産 業 に 関す る こ とを担 当 してお り,2004年 には

SOHOを 含 めて アニ メ新産 業係,さ らに2006年 にSOHOを はず して アニ メ係 に

名称 を変更 して い る。 ただ しs随 時 アニ メの担 当者 は3名 ぐらいで あ った とい う。

7)同 フェス テ ィバ ルは もとも と継 続 性 を前提 に して い たわ けで は なか った。 『都 議

会 議事 録 』 に は,第1回 が好 評 だ った こ とか ら継 続 的 に行 っ てい くこ とにす る と

のや りと りが明 記 されてい る。

8)「2007」 の来場 者 数105,453人(第1回50,451),海 外 バ イヤ ー数942(第1回

231),プ レス1,318(第1回288)と な ってい る。
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